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お名前 近藤 穂高 学校名 西尾市立福地南部小学校 

実施学年 ３年 教  科 総合 

単元名 情報を見抜くチカラ：上手に検索して真実を見極めよう 

≪学びを深めたいポイント≫ 

≪SKYMENU 活用のポイント≫ 

 

 

 

 

本授業では、アンド検索の仕組みを理解し、情報の正しさを自ら判断するための基礎的な情報活用能力に

ついての学習を進めていく。そのため、情報活用能力を身につけ、ＩＣＴ機器を安心・安全かつ適切に活用でき

るようになることを目的として作成された「ＧＩＧＡワークブックにしお」を本教材として活用した。 

さらに、本授業では、検索語の選び方や情報の信頼性を判断する視点を意識化させ、児童が主体的に情報

を選び取る力を育成することを学びを深めたいポイントとした。特に、検索結果の絞り込み方や公式情報と非公

式情報の違いに気づかせることで、情報の正誤を見抜くために必要な「根拠をもって判断する態度」の育成を

重視した。 

○発表ノートの活用  

・GIGA ワークブックの該当ページを事前に貼り付け、ワークシート化して提示する。 

・児童がスムーズに書き込み活動へ移れる環境を整える。 

・クイズや GIGAワークブックにしおの該当ページを添付することで、1枚のワークシートとして活用する。 

 

○ライブ公開の活用 

  ・児童の記述をリアルタイムで共有できるようにする。 

・他者の意見から学べる環境をつくる。 

 

○気づきメモの活用 

  ・調べ学習での気づきを随時メモさせる仕組みを整える。 

・振り返りの質を高め、学びの深まりにつなげる。 

 

 

 



≪実践内容≫ 

 学習活動 SKYMENU 活用場面 活用のポイント 

導 

 

入 

５

分 

１ 今までの検索方法に

ついて振り返る。 

 

２ 本時のめあてを確認

する。 

 

  

展 

 

開 

 

 

33

分 

３ ３つの方法で検索す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

４ アンド検索の実践をす

る。 

 

５ クイズを行う。 

 

 

 

 

 

 

６ 調べ学習をする際に

気をつけることを考える。 

 

 

 

 

 

 

・児童がスムーズに書き込みできるよう、ＳＫＹＭＥＮＵの発表

ノートにＧＩＧＡワークブックにしおの該当ページを事前に貼り

付けておく。 

 

 

 

 

 

 

・ライブ公開に設定しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・気づきメモに気づいたことをメモする。 

 

 

 

 

 

・アンド検索を行

うことで、候補が

少なくなっていく

ことが体験的に

分かる。 

 

 

 

 

・クラスメイトの

答えと自分の答

えの比較ができ

る。 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

 

７

分 

７ 本時の学習を振り返

る。 

 

・振り返りを発表ノートに取り込む。 ・気づきメモから

発表ノートに取

り組むことで、授

業中に考えたこ

とをいかすこと

ができる。 

もっとよい検索方
法はないだろう

か。 



子どもの振り返り、板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪実践を振り返って≫ 

〇成果 

  児童はアンド検索の仕組みを理解し、今後の調べ学習において検索語を工夫して取り組もうとする姿

勢が見られた。また、インターネット上には不確かな情報や偽情報が存在することに気づき、本や教科書、

公式ページなど複数の情報源を比較して確かめようとする態度を育くむことができた。 

△課題 

一部の児童には、著作物について「すべて許可を取らなければならない」と誤って理解している様子が

見られた。また、「アンド検索を使えば偽情報に騙されない」など、検索技術と情報の信憑性判断を混同し

ている児童もおり、検索操作と情報の評価を分けて考える視点が十分に身についていないことが課題とし

て挙げられる。 

今後は、検索技術と情報の真偽判断を明確に区別して指導するとともに、複数の情報を比較し、その根

拠を基に判断する力を育成していきたい。また、調べ学習の場面と継続的に結び付けて扱うことで、学んだ

技能を実際の学習に生かせるように支援していきたい。 

 

 


